
実実験験系系廃廃液液のの分分別別区区分分  
実実験験室室でで発発生生すするる各各種種有有害害廃廃液液はは、、下下記記のの分分別別貯貯留留区区分分ににししたたががっってて、、指指定定のの  

カカララーーテテーーププにに区区分分さされれたた 2200ℓℓポポリリ容容器器内内にに分分別別貯貯留留ししててくくだだささいい。。  

後後日日回回収収日日をを指指定定しし収収集集ししまますす。。 
ⅠⅠ：：分分別別貯貯留留区区分分  

((11))２２回回洗洗液液ままでで含含めめるるこことと。。    

((22))分分類類３３（（フフッッ素素・・リリンン酸酸廃廃液液））以以外外のの水水溶溶液液にに沈沈殿殿物物ががああるる場場合合はは、、110000 メメッッシシュュ以以上上ででろろ過過すするるこことと。。  
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１１  緑緑  水水銀銀系系廃廃液液  

無無機機水水銀銀化化合合物物のの水水溶溶液液  
①①有有機機水水銀銀のの化化合合物物をを含含むむととききはは、、そそのの内内容容をを明明記記すするるこことと。。  

②②金金属属水水銀銀及及びびアアママルルガガムムはは、、ここのの分分類類にに入入れれずず、、水水をを入入れれたた小小瓶瓶にに別別にに貯貯留留

しし、、財財務務部部環環境境整整備備課課（（機機械械係係））にに照照会会すするるこことと。。  

③③シシアアンン化化水水銀銀はは、、分分類類２２（（シシアアンン系系廃廃液液））にに入入れれるるこことと。。  

④④重重金金属属をを含含むむととききはは、、「「含含銅銅」」「「含含ヒヒ素素」」等等とと明明記記すするるこことと。。  

⑤⑤還還元元剤剤がが共共有有ししてていいるるととききはは、、酸酸化化剤剤でで中中和和すするるこことと。。  

有有機機水水銀銀化化合合物物のの水水溶溶液液  

２２  青青  シシアアンン系系廃廃液液  
カカリリウウムム，，ナナトトリリウウムム，，亜亜鉛鉛，，カカルルシシウウムム等等のの不不安安定定ななシシアアンン

化化合合物物のの水水溶溶液液  

①①遊遊離離シシアアンン廃廃液液はは、、酸酸性性ににすするるとと毒毒性性ののシシアアンン化化水水素素がが発発生生すするるののでで、、必必ずずアア

ルルカカリリ性性((ppHH1100..55 以以上上))でで貯貯留留すするるこことと。。  

②②シシアアンン錯錯化化合合物物はは、、分分類類６６（（難難燃燃性性廃廃液液））にに入入れれるるこことと。。  

③③重重金金属属をを含含むむととききはは、、「「含含鉄鉄」」「「含含水水銀銀」」等等とと明明記記すするるこことと。。  

３３  灰灰  フフッッ素素・・リリンン酸酸廃廃液液  

フフッッ素素化化合合物物のの水水溶溶液液  ①①フフッッ素素系系廃廃液液，，リリンン酸酸系系廃廃液液のの別別にに、、容容器器にに貯貯留留すするるこことと。。  

②②カカルルシシウウムム塩塩又又ははママググネネシシウウムム塩塩のの水水溶溶液液でで、、重重金金属属をを含含むむととききはは、、別別のの容容器器

にに貯貯留留しし、、そそのの内内容容物物をを明明記記すするるこことと。。  
リリンン酸酸化化合合物物のの水水溶溶液液  

カカルルシシウウムム塩塩のの水水溶溶液液  

ママググネネシシウウムム塩塩のの水水溶溶液液  

４４  黄黄  重重金金属属系系廃廃液液  

ククロロムム，，ママンンガガンン，，鉄鉄，，ニニッッケケルル，，ココババルルトト，，銅銅，，亜亜鉛鉛，，ヒヒ素素，，

カカドドミミウウムム，，鉛鉛等等、、含含有有有有害害金金属属のの水水溶溶液液  

①①六六価価ククロロムム及及びび七七価価ママンンガガンンはは、、ここのの分分類類にに入入れれるるこことと。。  

②②ヒヒ素素等等非非セセミミ・・メメタタルル及及びび半半導導体体はは、、ここのの分分類類にに入入れれるるこことと。。  

③③無無機機酸酸（（塩塩酸酸，，硫硫酸酸，，硝硝酸酸等等）），，水水酸酸化化ナナトトリリウウムム等等ののアアルルカカリリ性性廃廃液液はは、、ここのの

分分類類にに入入れれるるこことと。。  

④④アアルルミミニニウウムム，，ママググネネシシウウムム等等のの金金属属廃廃液液はは、、ここのの分分類類にに入入れれるるこことと。。  

⑤⑤ベベリリリリウウムム，，オオススミミウウムム，，タタリリウウムム等等処処理理方方法法のの確確立立さされれてていいなないい有有害害物物質質のの化化

合合物物はは除除くくこことと。。（（ここれれららはは、、処処理理作作業業者者のの健健康康障障害害をを引引きき起起ここすす原原因因ととなな

るる。。））  

⑥⑥ニニッッケケルルカカルルボボニニルル，，アアルルキキルルアアルルミミニニウウムム等等のの猛猛毒毒物物質質はは、、無無害害化化ししててかからら容容器器

にに貯貯留留すするるこことと。。  

⑦⑦有有機機物物はは、、混混入入ししなないいこことと。。  

⑧⑧アアンンモモニニウウムム，，キキレレーートト剤剤をを含含むむももののはは、、分分類類６６（（難難燃燃性性廃廃液液））にに入入れれるるこことと。。  

そそのの他他のの重重金金属属のの水水溶溶液液  

酸酸及及びびアアルルカカリリのの水水溶溶液液  

有有  

機機  

系系  
噴噴
霧霧
焼焼
却却
処処
理理  

５５  赤赤  可可燃燃性性廃廃液液  

水水をを含含ままなないい廃廃油油（（灯灯油油，，重重油油，，機機械械油油，，動動植植物物油油等等））  
①①フフッッ素素をを含含むむ廃廃液液はは、、分分類類８８（（フフッッ素素含含有有廃廃溶溶媒媒））にに入入れれるるこことと。。  

②②爆爆発発性性物物質質はは除除くくこことと。。  

③③過過酸酸化化物物をを作作りりややすすいいジジエエチチルルエエーーテテルル，，アアセセトトアアルルデデヒヒドド等等はは除除くくこことと。。  

④④健健康康障障害害をを引引きき起起ここすすベベンンジジジジンン等等はは除除くくこことと。。  

⑤⑤重重合合促促進進剤剤をを含含むむととききはは、、そそのの旨旨をを明明記記すするるこことと。。  

⑥⑥変変圧圧器器油油ににＰＰＣＣＢＢをを含含むむももののはは除除くくこことと。。  

水水をを含含ままなないい廃廃溶溶媒媒（（石石油油エエーーテテルル，，ヘヘキキササンン，，ヘヘププタタンン，，オオ

ククタタンン，，アアルルココーールル類類，，アアセセトトンン，，酢酢酸酸エエスステテルル類類，，アアセセトトニニトト

リリルル，，ベベンンゼゼンン，，トトルルエエンン，，キキシシレレンン，，ススチチレレンン，，ビビリリジジンン等等））  

６６  白白  難難燃燃性性廃廃液液  

四四塩塩化化炭炭素素，，ククロロロロフフォォルルムム，，ジジククロロルルメメタタンン等等のの廃廃溶溶媒媒  ①①アアンンモモニニウウムムイイオオンン 00..0055%%以以上上含含むむ廃廃液液はは、、ここのの分分類類にに入入れれるるこことと。。  

②②爆爆発発性性物物質質はは除除くくこことと。。  

③③ppHH がが低低いい廃廃液液はは、、別別のの容容器器にに貯貯留留しし、、そそのの旨旨をを明明記記すするるこことと。。  
水水をを含含みみ可可燃燃性性をを失失っったた廃廃溶溶媒媒  

有有機機酸酸，，アアミミンン等等のの廃廃液液  

有有機機化化合合物物水水溶溶液液廃廃液液（（血血液液，，医医薬薬品品，，色色素素，，写写真真現現

像像・・停停止止廃廃液液等等））  

有有機機金金属属系系廃廃液液（（キキレレーートト等等））  

７７  黒黒  難難分分解解シシアアンン廃廃液液  
銅銅，，鉄鉄，，ニニッッケケルル，，銀銀等等のの安安定定ななシシアアンン錯錯化化合合物物のの水水溶溶液液  ①①次次亜亜塩塩素素酸酸ナナトトリリウウムム法法でで分分解解ででききなないいシシアアンン化化合合物物はは、、ここのの分分類類にに入入れれるるここ

とと。。  

②②ppHH はは、、必必ずず 1100..55 以以上上でで貯貯留留すするるこことと。。  
有有機機シシアアンン化化合合物物のの水水溶溶液液  

８８  紫紫  フフッッ素素含含有有廃廃溶溶媒媒  フフルルオオルルベベンンゼゼンン，，フフルルオオルル酢酢酸酸等等  
フフッッ素素成成分分をを含含むむ廃廃溶溶媒媒（（トトリリフフルルオオルル酢酢酸酸，，フフッッ化化ベベンンゼゼンン等等））はは、、ここのの分分類類にに入入

れれるるこことと。。  

ⅡⅡ：：次次ののももののはは収収集集ででききまませせんん。。各各領領域域等等でで原原点点処処理理すするるこことと。。  
種種    類類  対対  象象  成成  分分  ・・  摘摘  要要  
発発火火性性物物質質  

特特殊殊引引火火性性物物質質  

エエーーテテルル類類（（ジジエエチチルルエエーーテテルル，，ジジイイソソププロロピピルルエエーーテテルル，，テテトトララヒヒドドロロフフラランン，，ジジオオキキササンン，，ジジメメトトキキシシエエタタンン等等）），，アアセセトトアアルルデデヒヒ

ドド，，テテトトララリリンン  

爆爆発発性性物物質質  

火火薬薬，，アアセセチチレレンン化化合合物物，，過過酸酸化化物物，，反反応応性性危危険険物物（（有有機機物物とと濃濃酸酸，，過過酸酸化化ベベンンゾゾイイルル等等とと混混合合ししたたとときき燃燃焼焼又又はは分分

解解爆爆発発すするる物物質質等等）），，禁禁水水性性物物質質（（消消防防法法（（別別表表第第１１類類，，第第２２類類，，第第３３類類））のの危危険険物物，，酢酢酸酸エエスステテルル，，ニニトトロロメメタタンン，，ポポリリ

ニニトトロロ化化合合物物，，ジジアアゾゾ化化合合物物，，ハハロロゲゲンン化化窒窒素素，，金金属属窒窒化化物物，，金金属属アアママイイドド，，金金属属ナナトトリリウウムム，，カカリリウウムム））  

有有害害・・有有毒毒性性物物質質  シシアアンン化化水水銀銀，，ベベリリリリウウムム，，タタリリウウムム，，オオススミミウウムム，，ニニッッケケルルカカルルボボニニルル，，アアルルキキルルアアルルミミニニウウムム，，ベベンンジジジジンン  

病病原原体体にによよりり汚汚染染さされれてていいるる物物質質    

※※不不明明なな点点はは、、財財務務部部環環境境整整備備課課  環環境境ＩＩＳＳＯＯ担担当当（（内内線線：：２２１１１１２２））ままででごご連連絡絡くくだだささいい。。  

福福井井大大学学松松岡岡地地区区環環境境保保全全等等実実施施専専門門部部会会  【【平平成成２２００年年  ４４月月作作成成】】  


